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謹んで新年のご挨拶を申し上げます 

 昨年度からの円安、原料・原油高に伴う物流コスト増、技能労働者不足や賃金引上げの動向、

週休二日の確保や残業規制等々、これらを背景とした建設費の上昇は留まることなく、今年もそ

の状況に変化はなさそうです。かつて英国（Nuffield 財団）では、医療施設の建設費抑制のた

めに様々な研究・提言を行い、それらを実践してきました。看護動線短縮の課題に取り組むこと

を始め、Nucleus システムやベストバイ病院、１フロア２看護単位による共用施設面積の縮約、

適正な階高や動線集約等々、今日、私たちが無意識に採用している数多くの設計手法がこの時に

提案されました。病院の収益を上げるために、高効率（病床の回転を上げるための全個室化等を

始め）を目指した管理運営と、それを手助けする建築提案等々、コロナ禍の教訓とも考えあわせ

た、病院建築の次の時代に向けた発展形を示すことができるのか、が問われる年になりそうです。 

 協会の活動は新たな日常の中で、オンラインやオンデマンドでの実施形態が定着してきました。

これからは対面の機会をどのように企画するかについて考える必要があると思っています。勿論、

会員数の増加には引き続き注力していくべきですが、会費収入依存の協会活動をイベント収入依

存の活動へと舵を切ること、またいわゆる外に向けた活動の強化、が必要と考えています。昨年

は、理事の皆様が関わっている学会で、我々の活動を紹介する機会を頂きました。また一方、理

事や運営委員の皆様のご協力を得て、新たに「勉強会」という月例の企画を開始いたしました。

ご協力くださった皆様には、この場をお借りして御礼申し上げます。今後は、次の世代に残すべ

き協会のこれまでの活動をアーカイブとして整備してゆくことを目標に、まずはそのプラットフ

ォームとなる HP の整備に注力してゆきたいと考えています。引き続き協会運営の合理化を継続

して進めてゆくとともに、これからも様々な工夫を積み重ねて、会員の皆様のご要望に応えてい

けるよう、知恵を絞ってまいりますので、ご期待ください。 

 協会のこれまで/これからの活動を形として残し、その活動を広く医療・福祉分野、さらには

まちづくり分野等々の様々な関係諸分野の方々に向けて、外向きに展開させてゆくことが何より

大切と考えています。皆様方の更なるご協力をお願いする次第です。 

 会員の皆様、会友の皆様の益々のご活躍を祈念いたします。 

 元日に発生した令和６年能登半島地震で被害に遭われた方々、ご関係の方々には、心よりお見

舞い申し上げますとともに、一刻も早く復旧・復興が叶いますこと、心よりお祈りいたしており

ます。 

２０２４年 元旦 

一般社団法人 日本医療福祉建築協会 

会長  山 下 哲 郎 
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2024 年度協会事業の予定について 

平素より、当協会の活動にご協力いただき、ありがとうございます。 

当協会における研修事業は、引き続き Web 開催をベースとしながら、見学会の現地開催

や対面での勉強会、フォーラムの実施を予定しております。 

プログラムや募集時期については詳細が決まり次第お知らせいたしますが、下記のよう

に予定しておりますので、是非ご参加を検討ください。 

JIHa 運営委員会 委員長  石 井 敏 

 

記 

（現段階での予定です。開催方法等については決まり次第、あらためて周知いたします） 
４月以降 月例行事（施設見学会、勉強会など年間 12 回程度を予定） 

６月   病院事業者向け病院建築講座～施設整備をお考えの方に～（１日間） 

施設整備を計画中である病院の管理者・施設整備ご担当者等を対象として、「病

院事業者向け病院建築講座 ～施設整備をお考えの方に～」を開催します。計

画中の事業者にぜひご紹介ください。（Web オンデマンド予定） 

 

７月   病院建築基礎講座（２日間）／福祉建築基礎講座（１日間） 

主として初心者を対象に、基礎的な知識を平易に解説することをコンセプトと

して、病院、福祉施設・高齢者住宅などの最新情報や今日的話題を体系的に盛

り込んだ講義内容です。設計事務所等の新人研修をはじめ、これから医療福祉

建築を手がけられる設計者や、新築・増改築をお考えの施設関係者などにも広

くご利用頂ける内容となっております。（Web オンデマンド予定） 

 

９月   医療福祉建築フォーラム（１〜２日間） 

医療福祉建築に関する研究・計画・設計者と他分野の方々が、ともに学び、考

える場として、医療福祉建築フォーラムを開催します。（会場対面開催予定） 

 

 

以上  
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見学会「大阪はびきの医療センター」開催案内 

2 月の月例行事として、昨年 5 月に開院した標記新病院を現地にて見学させていただきます。 

参加ご希望の方は、下記の申し込み方法の通りお申し込みください。 

記 
大阪はびきの医療センター https://www.ra.opho.jp/  

 日  時 ２０２４年２月９日(金) 15:00-17:00（終了予定） 

 所 在 地 大阪府羽曳野市はびきの 3-7-1 

 設  計 山下設計（基本設計）／竹中工務店（実施設計） 

 デ ― タ 405 床/地上 6 階/鉄骨造・免震/延 34,199 ㎡/2023 年 5 月開院 

 特  徴 大阪はびきの医療センターは、昭和 27 年に府立結核療養所としてスタートを切

り、現在では呼吸器・アレルギー疾患、結核医療のセンター機能を果たす南河内

地域の中核病院である。本計画では、現地建替えにより段階的に敷地全体整備を

進めており、新病院棟のオープン後、既存病院解体と外構整備を行う予定である。

新病院棟は、石曳池と周辺の豊かな緑を間近に感じることのできる 6 階建ての低

層の建物とするとともに、敷地のレベル差を活かし、来院者動線とサービス動線

を明確に分離した。また、「はびきのガーデン」に面した接地型の結核病棟、来

院者にやさしい「ワンフロア外来」、コンパクトで機能的な「1フロア 4看護単

位の病棟」を特徴としている。インテリアは「はびきのの杜」をキーワードに地

域と自然に調和した、患者に寄り添う優しい療養空間を目指した。 

 交  通 近鉄南大阪線「藤井寺」又は「古市」駅下車。 

      近鉄バス「羽曳ヶ丘方面行」又は「四天王寺大学行」にて乗車約 10 分 

      「府立医療センター」下車すぐ 

 定  員 ２０名（JIHa 会員・会友に限る） 

 参 加 費 5,500 円（税込） 

写真撮影：①見学会開始前の撮影 ②施設利用者の撮影 ③フラッシュの使用 は禁止となります 

（公社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：2.0 時間（予定） 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム（予定） 

受付・申込方法 

1）受付方法：原則として E-mail に限ります。 

2）受付期間：１月１５日（月）10：00～１月１７日（水）15：00（３日間） 

 先着順ではございませんので、上記受付期間中にお申し込みください。なお、お申し込み数が

定員を超えた場合は抽選とさせていただきますのでご了承ください。 

3）記入事項：件名「大阪はびきの医療センター 見学会参加申込み」 

①参加者名（法人会員は複数並記可）、②勤務先･部署、③電話番号、④E-mail アドレスを記載の

こと。 

4）申込人数：機会均等のため、応募者多数の場合は抽選の上、法人会員は１社 2 名様以内とさせ

ていただきます。個人会員は本人のみとし、代理出席はできません。 

5）受付の確認：お申し込みいただいたものについて、抽選のない場合は受付期間後の翌日、抽選

を行った場合は受付期間後２日以内（土日祝日除く）に結果をメールで返信致します。返信のな

い場合は E-mail 等にてお問い合わせください。 

6）受付終了後のご案内：5）のご案内の際、ご参加いただける方にはイベントペイの申し込み用

URL をお知らせしますので、そちらよりお申込み及びお支払いをお願いいたします。 

 ※イベントペイ利用によるシステム手数料が別途２２０円（税込）かかります。 

 7）受付期間内に定員に達しなかった場合は、引き続き受付します。 
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勉強会「病院建築よろずディスカッション」開催案内 

理事・運営委員による月例【勉強会】、3月は筧淳夫理事による対面勉強会を開催いたします。 

参加者の皆様に事前に考えてみたい・聞いてみたいテーマを出していただき、それを元にディ

スカッションを行います。会の終了後に、会場近くにて懇親会を行う予定です。 

参加ご希望の方は、下記の申し込み方法の通りお申し込みください。 

記 

 日  時 ２０２４年３月２２日（金）16:00-17:30 ※WEB 配信はありません 

 会   場 工学院大学新宿キャンパス（新宿区西新宿1-24-2） 

   http://www.kogakuin.ac.jp/facilities/campus/shinjuku/access.html  

 受付締切 ２０２４年３月１９日（火）17:00 迄 

 定  員 ５０名 

 参加資格 どなたでもご参加いただけます 

 参加費用 JIHa 会員・会友：3,300 円（税込）／一般：4,400 円（税込）※懇親会費別 

  ※イベントペイ利用によるシステム手数料が別途220円（税込）／人かかります。 

 申込URL  

 https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=0610834174919284&EventCode=8512782577 

（公社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：1.5 時間（予定） 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム（予定） 

申込方法 

1）申込方法：上記の申込URLよりお申し込みください。（イベントペイについて：６頁参照） 

2）申込人数：WEB参加についての参加人数の上限はありません。 

   １申込みで複数人での聴講は禁止とさせていただきます。１視聴につき必ず１人のお申込みを

お願いします。なお、同一メールアドレスで複数人のお申込みはできません。 

3）キャンセルについて 

   ■ 期限までにお支払いされない際は自動キャンセルとなります。 

   ■ 入金後のキャンセルはできません。 

 4）参加通知書は、参加者の E-Mail アドレスにお送りします。 

日本医療福祉建築協会事務局 E-mail：office(at)jiha.jp (at)は@に置き換えてください。 
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勉強会「減災対策医療の視点から考える業務継続計画」開催案内【再掲】 

今月の月例【勉強会】は、オンラインにて「減災対策医療の視点から考える業務継続計画」を開

催します。 医療福祉施設においては、患者や利用者を保護するとともに、医療従事者の安全と施

設・設備機能が確保されてこそ｢被災時の業務継続｣が可能となります。そのための｢防災対策｣の

ハードと「危機対応」のソフトを「減災対策」の視点で考えます。減災対策における計画立案か

ら普及啓発、実践の最前線のお話を伺える貴重な機会ですので、是非ふるってご参加ください。 

参加を希望される方は、下記、申込方法の通りお申し込みください。 

記 

 日  時 ２０２４年１月２５日（木）15:00-17:00 ※見逃し配信あり（詳細次頁） 

 講  師 中島 康  氏（地方独立行政法人 東京都立病院機構 東京都立広尾病院 

              減災対策支援センター 部長（医師 博士(工学)） 

 司会進行 糸山 剛 氏（JIHa 理事/副会長 株式会社 竹中工務店 医療福祉・教育本部） 

 配信方法 Web 配信(Zoom ウェビナー) 

 受付締切 ２０２４年１月２２日（月）17:00 迄 

 定  員 なし 

 参加資格 どなたでもご参加いただけます 

 参加費用 JIHa 会員・会友：3,300 円（税込）／一般：4,400 円（税込） 

  ※イベントペイ利用によるシステム手数料が別途２２０円（税込）／人かかります。 

 申込URL https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=0610834174919284&EventCode=9216667754  

（公社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：2.0 時間（予定） 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム（予定） 

申込方法 

1）申込方法：上記の申込URLよりお申し込み下さい。（イベントペイについて：６頁参照） 

2）申込人数：参加人数の上限はありません。 

  １申込みで複数人での聴講は禁止とさせていただきます。１視聴につき必ず１人のお申込みを

お願いします。なお、同一メールアドレスで複数人のお申込みは出来ません。 

 3）キャンセルについて 

   ■ 期日までに支払が確認されない際は自動キャンセルとなります。 

   ■ 入金後のキャンセルは出来ません。 

 4）Zoom 接続用 URL および資料は、参加者の E-Mail アドレスにお送りします。 

見逃し配信 勉強会終了後、見逃し配信（1 週間程度）を行います。詳細は参加者へお知らせします。 

なお、見逃し配信の視聴は建築CPD、医業経営コンサルタント協会の登録の対象とはなり

ませんので、ご注意ください。 

日本医療福祉建築協会事務局 E-mail：office(at)jiha.jp (at)は@に置き換えてください。         

  



INFORMATION  FROM  JIHA  2024.1.1                  一般社団法人 日本医療福祉建築協会 

6 

 

  
Web 決済システム「イベントペイ」について 

 
 月例事業、及び講座、フォーラムの参加申込みや参加費の支払いを Web 上で受付、管理できる決

済システム「イベントペイ」を導入しております。 
 
 「イベントペイ」による参加申込み等については下記をご確認ください。 
 

１．受講費支払方法について 

①コンビニ決済 ②ペイジー決済（簡単銀行決済）よりご選択いただけます。お支払期限は申込日

＋７日間または最終支払期限のいずれか短い方となります。 

【ペイジーでお支払いの際のご注意】 

一部金融機関（ゆうちょ銀行他）において、現金でお支払いの場合、別途手数料が発生する事があ

ります。その際の手数料については、恐れ入りますがお振込人様にてご負担くださいますようお願

い申し上げます。手数料の詳細は各金融機関のホームページをご確認ください。 
 

２．請求書発行について 

「イベントペイ」により受付をする事業については、原則として請求書の発行はいたしません。勤

務先等へのお手続きには領収書をご利用ください。ご理解の上、ご協力いただけますようお願い申

し上げます。 
 

３．支払期限について 

参加費支払期限は原則として「申込締切日まで」となります。支払期限までに入金がない場合、自

動的にキャンセルとなりますのでご注意ください。申込締切日直前にお申込みの場合、お支払い期

限までの日数が少なくなりますので、余裕を持ってお申し込みください。 

※資料の送付および参加用 URL はお支払い確認後となります。 

 

４．システム利用料について 

事業の参加費とは別に、システム利用料 220 円（税込）／人を参加者にご負担いただきます。 
 

５．領収書発行について 

決済完了メールに記載の URL より、インボイス制度に対応した領収書がダウンロードできますので、

参加者ご自身で取得してください。 
 
ご不便をおかけいたしますが、事務作業軽減のためご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 
 

一般社団法人 日本医療福祉建築協会 事務局
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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・関連情報・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

日本建築学会 医療施設小委員会 公開研究会 

「医療施設の計画研究・設計の系譜と展望：2020～2023 年度医療施設小委員会活動報告」 

日本建築学会の医療施設小委員会では、日々進歩する医療技術や医療制度をはじめとする社会状況の

変化に応じた医療施設の「成長と変化」について、多角的な検討を行って参りました。 

この４年間の小委員会の活動を振り返り、研究成果を共有する公開研究会を企画しました。 

 

日  時 ２０２４年３月８日(金) 14:00～17:00 ※３月５日(火)締切 

会  場 建築会館会議室（対面のみ） 

定  員 30 名（先着順） 

申  込 https://www.aij.or.jp/jpn/symposium/2023/j210_20240308.pdf  

プログラム 主旨説明：竹宮 健司（医療施設小委員会主査、東京都立大学）5分 

    報告１「1950 年代からの医療施設の計画研究・設計の系譜」（中間報告の内容紹介）20 分 

    ：小林 健一 氏（国立保健医療科学院）  

    報告２「先達研究者へのヒアリング調査結果」50 分 

    ：河合 慎介 氏（京都府立大学）、小菅 瑠香 氏（芝浦工業大学） 

     江 文菁 氏（工学院大学）、渡辺 玲奈 氏（北海道大学）、松田 雄二 氏（東京大学） 

    休憩：10 分 

    報告３「近年の医療施設計画動向（ロボット、情報統合、等）」30 分 

    ：石橋 達勇 氏（北海学園大学）  

    議論・質疑応答：30 分 

    まとめ：5分 

    司会：竹宮 健司 氏（東京都立大学）、記録：小菅 瑠香 氏（芝浦工業大学） 

  


